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測定上に大きな影響を与えるとおもわれる要素はまだま

だ未解決であり，電気抵抗値の連続測定などをあわせて

大気腐食試験測器として今後に残されているものが多

い．さらに本研究の主目的である気象要因と腐食環境の

相関については第2報で報告するつもりである．
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